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1. 組織の概要 

       

１）事業所名及び代表者名     

株式会社 田代製作所    代表取締役社長  田代 竜一  
       

 

  ２）本社・工場所在地      

神奈川県横浜市港北区新吉田東８－５０－２０   

       
 

   ３）環境保全関係の確認責任者及び担当者連絡先   

環境管理責任者    代表取締役社長  田代 竜一  

環境活動事務局    福山 有紀    

連絡先        電話  ０４５－５４２－２４４１～２    

       FAX  ０４５－５４２－２４４３  

電子メール    ryuichi@kk-tashiro.co.jp   

ホームページ     http//www.kk-tashiro.co.jp   

       

 

４）事業内容       

①電子機器部品の精密板金加工及び組立   

②電気通信の外装筐体関連の板金加工    
       

 

５）事業規模       

事業年度  10月～9月

単位

百万円

人

㎡

従業員数 23 23

床面積 ５００㎡ ５００㎡

23

５００㎡

事業規模 2021年度 2022年度

売上高 409 404

2020年度

380

 
  

 

 

2. 対象範囲（認証・登録範囲）     

       

  ・対象範囲：全組織及び全活動    
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3. 環境経営方針 

 

環境経営理念 

株式会社田代製作所は、地球環境の保全が人類共通の重要課題の一つであることを認識

し、社会責任の一翼を担う企業として、全ての事業活動を通じて大切な地球環境を守る

環境調和型の企業を目指します。 

 

基本方針 

当社は環境経営理念に基づいた環境マネジメントシステムを構築・推進して環境負荷を

軽減するとともに環境に配慮した継続的な活動を展開します。 

 

1. 私達は、環境負荷の低減活動に取組み二酸化炭素排出量、廃棄物排出量、総排水量

及び化学物質使用量の削減に努めます。 

 

(1) 事務所・設備に関わる電気及び自動車・暖房に関わる化石燃料の使用量の削減 

(2) リデュース及びリユース・リサイクルによる廃棄物の削減 

(3) 水資源の有効使用  

(4) 化学物質の適正管理 

(5) 環境に配慮した部品調達及び製造 

 

2. 私達は、環境関連法規制その他当社が同意した要求事項を遵守します。 

 

3. 私達の環境への取組は、環境経営レポートを公表し利害関係者とのより良いコミュ

ニケーションを実践します。 

 

 

 

制定日：2018年 8月 27日 

株式会社田代製作所 

代表取締役社長   田代 竜一 
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4. 環境経営目標 

 

※基準年度は、2017 年 10月～2018 年 9 月 (一般廃棄物排出量削減のみ 2018 年 10 月～2019 年 9 月) 

※CO2 排出係数は、R5 年東京電力エナジーパートナー㈱の調整後排出係数 0.390kg-CO2/kWh を使用した。 

 

   2017 年度 

基準年度 

2022年度 2023年度 2024年度 

1 二酸化炭素排出量削減      

 電気 (㎏-CO₂) 86,730 -7％ -7.5％ -7.5％ 

 ガソリン (㎏-CO₂) 9,451 -6.5％ -7％ -7％ 

 軽油 (㎏-CO₂) 12,054 -6.5％ -7％ -7％ 

 灯油 (㎏-CO₂) 2,644 -6.5％ ― ― 

 液化石油ガス(LPG) ₂ (㎏-CO₂) 205.9 -6.5％ -7％ -7％ 

 CO₂排出量合計 (㎏-CO₂) 111,085 -6.5％ -7％ -7％ 

2 一般廃棄物排出量削減 (㎏) 3,083 -4％ -4.5％ -4.5％ 

3 水使用量削減 (㎥) 221 -2％ -3％ -3％ 

4 化学物質適正管理  適正管理 適正管理 適正管理 適正管理 

5 製品の環境性能の向上及びサービスの改善     

 環境改善につながる改善提案 (件) 110 +36％ +40％ +45％ 

 製造工程での不良率改善 (件) 40 -65％ -70％ -70％ 

※灯油の使用がなくなった為 2023 年度以降は除外 
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5. 環境経営計画（環境経営計画に基づき実施した取り組み内容） 

環境経営計画 

項目 取り組み内容 

二酸化炭素排出量の削減 

 

(電力使用量の削減) 

生産設備の適正管理（ﾃﾞﾏﾝﾄﾞｺﾝﾄﾛｰﾗによるﾋﾟｰｸ電力の監視） 

空調温度の適正化（冷房 28℃、暖房 20℃） 

照明器具の適正管理 

不良部品の再製作件数の低減 

(ガソリン使用量の削減) 

エコドライブの励行 

給油時にタイヤ空気圧をチェック 

不要な荷物は車から降ろす 

(軽油使用量の削減) 

エコドライブの励行 

給油時にタイヤ空気圧をチェック 

不要な荷物は車から降ろす 

(灯油使用量の削減) 

窓にブラインドや断熱シートをつける 

ウォームビズの徹底 

(液化石油ガス(LPG)使用量の削減) 

夏場の湯沸かし器の使用制限 

一般廃棄物排出量の削減 分別管理の周知徹底 

ミスコピーの削減 

電子メディアによるペーパーレス化 

水使用量の削減 節水の意識を高め、徹底 

節水シールの貼り付けとポスター掲示 

節水弁取り付け 

化学物質の適正管理 RoHS 指令対応の実施 

購入量、保管量、保管場所の適正把握 

SDS の保管と活用 

製品の環境性能の向上 

及びサービスの改善 

改善提案の目標を設定 

製造工程での不良率低減 
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代表者・環境管理責任者

代表取締役 田代竜一

品質管理部

部門責任者

生産管理部

部門責任者

製造部

部門責任者

営業部

部門責任者

経理部

部門責任者

環境活動事務局

福山有紀

1人 1人

6. 環境活動実施体制 

環境経営組織図及び役割・責任・権限表 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 役割・責任・権限

1．取り組みの対象組織・活動の明確化(要求事項1）

2．代表者による経営における課題とチャンスの明確化(要求事項2)

3．環境経営方針の策定、全従業員に周知(要求事項3)

4．実施体制の構築(要求事項7)

5．代表者による全体の評価と見直し(要求事項7)

6．環境経営レポートの確認・承認

7．その他

1．環境負荷と環境への取組状況の把握及び評価(要求事項4）

2．環境関連法規の取りまとめ(要求事項5)

3．環境経営目標及び環境経営計画の策定(要求事項6)

4．教育・訓練の実施(要求事項8）

5．環境コミュニケーションの実施(要求事項9)

6．環境上の緊急事態への準備及び対応(要求事項11)

7．文書類の作製・管理(要求事項12)

8．取り組み状況の確認・評価、並びに問題の是正及び予防(要求事項13)

9．環境経営レポートの作成・公表

10．その他

1．実施及び運用(要求事項10)

2．その他

1．環境経営方針の理解及び環境問題の現状と環境への取組の重要性の認識

2．環境経営目標、環境経営計画などに基づくEA21活動の実施

3．EA21活動に関する提案

全従業員

対象者

代表者

・

環境管理責任者

部門責任者

環境活動事務局

 

  

4 人 4 人

0.5 

11 人 
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7. 環境経営目標及び環境経営計画の実績・取組結果とその評価 

 

   目標 実績 結果 評価 

1 二酸化炭素排出量削減      

 電気 (㎏-CO₂) 80,659 

 

80,211 〇 節電の継続により目標達成

となった。 

 ガソリン (㎏-CO₂) 9,357 

 

 

7,077 〇 計画的な乗車により、ガソ

リン使用量の目標を達成で

きた。 

 軽油  (㎏-CO₂) 12,054 

 

8,472 〇 計画的な乗車により、軽油

の使用量の目標を達成でき

た。 

 灯油  (㎏-CO₂) 2,472 0 〇 ストーブの利用を廃止した

為灯油の使用がなくなっ

た。 

 液化石油ガス(LPG)  (㎏-CO₂) 193 

 

80 

 

〇 全体の使用量が少ないた

め、目標値も達成できてい

る。 

 CO₂排出量合計  (㎏-CO₂) 103,950 95,839 〇 目標を達成することができ

ている 

 CO₂排出量原単位         (㎏-CO₂/万円) 2.185 2.017 〇 目標を達成することができ

ている。 

2 一般廃棄物排出量削減 (㎏) 2,960 1,592 

 

〇 目標を達成しているが去年

よりは増えてしまった。 

3 水使用量削減 

 

(㎥) 217 209 〇 節水の心がけにより目標値

を達成できた。 

4 化学物質適正管理  

 

適正管理 適正管理 〇 保管、管理が適正に行われ

ている。 

5 製品の環境性能の向上及び 

サービスの改善 

    

 環境改善につながる改善提案 

 

(件) 150 169 

 

〇 多くの改善提案が出され作

業の効率化に役立っている 

 製造工程での不良率改善 

 

(件) 14 13 〇 目標件数を達成することは

できたが、再発防止を実施

し不良低減図ること。 
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8. 次年度の環境経営目標及び環境経営計画 

 

   次年度 

目標 
取り組み 

1 二酸化炭素排出量削減    

 電気 (㎏-CO₂) 80,225 冷暖房の控え目使用や使用していない照明の

オフなど社員の意識を再度確認し、引き続

き、電気の使用量削減を目指す。 

 ガソリン (㎏-CO₂) 9,262 

 

 

アイドリングストップ、急発進急加速の抑制

及び効率的な納品ルートの検討をする。 

 

 軽油 

 

 

(㎏-CO₂) 11,210 

 

アイドリングストップ、急発進急加速の抑制

及び効率的な納品ルートの検討をする 

 液化石油ガス(LPG) 

 

 

(㎏-CO₂) 191.5 今後も使用量削減を目指し継続していく。 

 CO₂排出量合計 (㎏-CO₂) 100,889  

 CO₂排出量原単位 （㎏-CO₂/万円）   2.174  

2 一般廃棄物排出量削減 

 

 

(㎏) 2,929 梱包材やコピー用紙を再利用して廃棄量を減

らすようにする。 

3 水使用量削減 

 

 

(㎥） 214 節水の掲示で意識を高め、使用量削減を目指

す。 

4 化学物質適正管理 

 

 

 適正管理 継続して適正に管理する。 

5 製品の環境性能の向上及び 

サービスの改善 

  

 環境改善につながる改善提案 

 

 

(件) 154 効率よい仕事の為に業務や工程の改善を提案

していく。 

 製造工程での不良率改善 

 

 

(件) 14 治具や金型を利用して不良を減らす。 
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9. 環境関連法規などの遵守状況の確認及び評価の結果、並びに違反・訴訟などの有無 

 

当社に適用される主な環境関連法規などは以下の通りで、遵守評価の結果、これらへの違反はありま

せんでした。 
なお、関係当局よりの違反等の指摘は、過去 3 年間ありませんでした。 

区分 環境関連法規等 遵守状況確認結果 

廃棄物 廃棄物の処理及び清掃に関する法律 

(一般廃棄物の処理) 

〇 

廃棄物の処理及び清掃に関する法律 

(廃棄物処理法) 

(産業廃棄物の適正処理） 

〇 

資源循環 

(リサイクル) 

特定家庭用機器再商品化法 

(家電リサイクル法） 

〇 

使用済小型電子機器等の再資源化の促進に関する法律 

(小型家電リサイクル法） 

〇 

使用済自動車の再資源化等に関する法律 

(自動車リサイクル法） 

〇 

騒音・振動  騒音規制法 〇 

振動規制法 〇 

横浜市生活環境の保全等に関する条例 

(横浜市環境保全条例） 

(横浜市指定地域の騒音・振動規制基準） 

〇 

化学物質  特定化学物質の環境への排出量の把握等及び管理の改善

の促進に関する法律 

(化管法） 

〇 

 RoHS 指令 〇 

大気汚染 

 

自動車から排出される窒素酸化物及び粒子状物質の特定

地域における総量の削減等に関する特別措置法 

(自動車ＮＯｘ・ＰＭ法） 

〇 

フロン排出抑制法 〇 

注）個人情報保護法、業種別の個別適用法については事業の実態に応じて対応する。 
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10. 代表者による全体の評価と見直し・指示 

 

エコアクション２１を取り組むようになり４年が経ちました。社員全体の節電や節水など身

近な所でもエコ活動が根付いてきたのではないかと感じています。 

全体的には２０２２年度も二酸化炭素の排出量の目標値を達成することができました。 

ガソリンの使用量も基準値の見直しに伴い目標達成できています。今後は経済が上向いてく

ると営業や納品が増えることが予想されるので、継続してエコドライブや効率の良い納品ル

ートを考えガソリンと軽油の使用量を抑制してほしい。 

廃棄物の排出量も累計では目標達成していますが、昨年に比べると増加しています。廃棄す

る前にリサイクルやリユースできないか検討するようにして、少しでも排出量が減る努力を

しましょう。 

今後も環境に配慮した事業活動を社員一丸となって取り組んでいきましょう。 
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